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第 2 章では、橋梁に広く用いられる平行線ケーブルの曲げ実験を行い、 2 次曲げに着目した力学挙動、 2 次応力分
布を明らかにした。また、 2 次曲げを考慮、した平行線ケーブルの解析方法を示し、実験値との比較、考察を行った。













性に与える影響を明らかにした。さらに、中央径間 1000 m までの中規模の単径間吊橋を対象として、渋滞状態を想
定した活荷重載荷シミュレーションによって供用期間内の主ケーブル最大断面力の推定を行った。さらに、明石海峡
大橋で採用された荷重係数法による安全性照査式を対象モデルに適用し、合理的な安全率の提案を行った。













(2) 斜張橋ケーブルの 2 次曲げを含む全体解析をパラメトリックに行い、顕著な 2 次曲げ応力が発生する部位や支
間長に関する基礎資料を提供している。
(3) 実働活荷重を模したモンテカルロシミュレーションにより斜張橋ケーブルの疲労安全性を評価する手法を提
案し、疲労の観点からのケーブル部材安全率を提案している。
(4) 中規模の吊橋を対象として渋滞状態を想定した活荷重載荷シミュレーションにより供用期間内の主ケーブル
最大張力を推定し、荷重係数法による安全性照査式に基づいた安全率の提案を行っている。
(5) 限界状態設計法のフォーマットに従い、吊形式橋梁のケーブル部材安全率の統一的決定方法について整理を行
っている。
以上のように、本論文は吊形式橋梁の設計合理化の基本事項であるケーブル部材安全率の統一的決定に対して有効
な提言を行っており、土木工学、とりわけ橋梁工学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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